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情報行動とは？



情報行動とは



情報行動研究のアプローチ

• システム志向

–システム＝情報源がどう使われるか？

• 利用者志向

–利用者が置かれた文脈・状況の中でどう情報を

利用しているのか？







利用者志向の情報行動研究

• ツール・サービスのみへの注目では不十分

• 利用者の置かれた文脈・環境

• 利用者にとってのゴール

–直近、遠隔、ひいてはその向こう？



利用者を知る意義

•ニーズとかけ離れたものの除去

•ユーザビリティの向上

•利用者満足度向上

×要求をすべて受け入れること



大学（図書館）と利用者行動

•ゴールのメタ多重性

•「利用者（学生・研究者）のゴール」

•「大学のゴール」

–両者は一致しているか？（理想と現実）
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学生の情報行動



学生の「ゴール」

• 遠隔：レポート提出、単位取得、卒論作成・

提出

• 超遠隔：学位取得、良好な成績、自身のキャ

リア、人間的成長……

• 何を求めて大学に来ているのか？



13



14



15



学生の「ゴール」

•学生は自分ではあまり考えてない？！

–「もう生徒じゃない」は通じない

•社会／大学の側は考えているか？



学生の「文脈・環境」

•時間の使い方・生活

•メディア環境
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総務省調査

• 10～20代の半数弱は平日テレビ未視聴

–2013年でもまだ8割は見ていたのに……

•ネットの内訳：動画、SNS、ゲーム

–ブログ・ウェブですら23～30%

–SNSの内訳：Instagram, Twitter, TikTok



総務省調査

• 電子書籍＜紙の本（でもどっちも読まない

• 使用ツールはスマホが9割／PCは10～30%

• 新聞・テレビが信頼できるとは思っている

–調べ物等に使うのはインターネット一強。わずかに紙書籍



読書の状況

•ベネッセ調査：約半数の学生は週0時間

•生協調査：46.4%は週0分

•総務省：1日の紙読書接触率は10%未満

–基本的にはあまり読んでいない



日本財団18歳意識調査

•回答者の60%は読書が好き（小説等）

•好き／嫌いで読書冊数は断絶

•情報・学びの場面では？

–SNS 43.2%、YouTube 36.9%、本 33.6%



高校生の学習情報源
情報源 ％

インターネット 91.3 

学校図書館 30.0 

公共図書館 21.1 

書店 15.3 

決まった情報源はない 5.1 

国立国会図書館 0.5 

大学図書館 0.0 



学生の「文脈・環境」

•時間の使い方・生活

–大学／アルバイト／動画＋SNSが競合

•メディア環境

–インターネット一強。Not web, but app.



学生の情報行動と図書館

• 図書館・大学 vs SNS・動画の時間競合

• ネットのみでいいとは思っていない

–時間が限られている中で使えるものを使う

• 「納得感」「実感」＝時間消費の必然性

–「タイムパフォーマンス」を出せているか？
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研究者の情報行動



研究者の「ゴール」

• 遠隔：論文・著書執筆、研究計画書作成、査

読、論文指導、教材作成……

• 超遠隔：テニュア獲得、昇進、キャリア、名

声＝評価の獲得

• 超遠隔につながる遠隔は「論文・著書」のみ
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研究者の「文脈・環境」

• 雇用の不安定化・若手教員比率・基盤的資金減少

• 研究時間の制約

• 情報の入手環境・動向・意識

• 情報の発信動向・意識
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・文部科学省「日本の研究力低下の主な経緯・構造的要因案」
文部科学省. 日本の研究力低下の主な経緯・構造的要因案参考データ集. 

https://www.mext.go.jp/content/1407654_009.pdf, (参照 2023-06-08).
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研究時間の制約：文部科学省「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」
・研究活動時間：46.5%（2002）⇒32.9%（2018）に減少
・教育＋社会サービス活動に時間を割かれる（特に医学）

・研究パフォーマンスの制約要因も「研究時間」（76.4%）が群を抜く
文部科学省. 大学等におけるフルタイム換算データに関する調査. 

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa06/fulltime/1284874.htm, (参照 2023-06-08).
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・プレプリント
・NISTEP「論文のオープンアクセスとプレプリントに関する実態調査 2022」
・回答者の29.5%がプレプリント公開経験あり（入手経験ありは67.3%）
・物理学・天文学、数学、計算機科学で公開経験ありが半数を超える
・年齢はあまり関係ない

池内有為, 林和弘. 論文のオープンアクセスと プレプリントに関する実態調査 2022 ：オープンサイエンスにおける
日本の現状. 科学技術・学術政策研究所, 2023. https://doi.org/10.15108/rm327, (参照 2023-06-08). 
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・機関リポジトリ（グリーンOA）
・機関リポジトリ登録コンテンツの大半は紀要（ずっとそう）
・NISTEP調査：機関リポジトリでの公開経験は30.7%（2020）⇒23.3%（2022）
・他所で発表したものを機関リポジトリでもセルフアーカイブ、というのは稀な行為
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・オープンサイエンス・オープンデータ
・NISTEP「研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査2020」
・回答者の44.7%が研究データの公開経験あり
・論文の補足資料として電子ジャーナルプラットフォームで公開が最多
以下、研究室等のウェブサイト、分野のリポジトリ、機関リポジトリ

・公開データの入手経験は69.7%がある
・DMP作成経験者は20%程度にとどまる

池内有為, 林和弘. 研究データ公開と論文のオープンアクセスに関する実態調査2020. 科学技術・学術政策研究所, 

2021. https://doi.org/10.15108/rm316, (参照 2023-06-08).





研究者の情報行動と図書館

•研究者はゴールがはっきりしている

•サービス対象となる「情報行動」の拡大
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いくつかの論点

•スマホ世代の情報行動

• Wikipediaと学生

• ChatGPT？



min2fly@slis.doshisha.ac.jp

質疑応答


